


  
 

石井北小学校おやじの会（愛媛県松山市）           阿部 洋士 

 

ランドセルは海を越えて 

 

石井北おやじの会では、2011 年から卒業生のランドセルをアフガニスタンに送る活動に取り組んでいま

す。ランドセルの募集には、卒業生や保護者に向けて、「石井北小学校から贈られたランドセルで勉強をした

外国の子どもたちが、大人になった時にみなさんとめぐり会う機会があるかもしれません。その時には、ぜ

ひ小学校時代の思い出を話してみてください。」と呼びかけています。 

今年の活動でも学校や PTAなどと協力して 42個のランドセルが集まり、おやじたちが、仕事を終えた夜に

学校に集まって箱詰め作業を行いました。 

島根県益田市教育委員会                   大畑 伸幸 

 

小学校を新たな子育てとコミュニティの拠点に！ 

 

平成 27年 12月の中央教育審議会答申で示された「地域学校協働本部」構想を先取りし、益田市では、中

山間地域にある益田市立豊川小学校を新たな地域の拠点として位置付け、様々な取り組みを加速化していま

す。「職員室への社会教育コーディネーターの配置」、「放課後、休日、長期休業中の学校での子どもの各種

活動実施による子育て支援施設化」、「中高生の地域活動グループの活動拠点化」、「学校での社会教育活動実

施による公民館化」など、耐震化の完了した小学校での様々な活動を実施中。 

「学校」を「学校教育」以外で活用を進め、公民館を学校の中に取り込むことで、行政課題である公共施設

削減も併せて目指しています。 

松山市立雄郡小学校（愛媛県松山市）        吉見 香奈子  梅木 謙一  向井 京子    

 

地域人財をつなぐキャリア教育 

 

愛媛は、県歌にも謳われるように、自然に恵まれ海陸の道を｢ことば｣文化をはじめとする豊かさが行き交

う地であります。しかし、そこにある価値や支える人々の存在は気付かれにくい。目まぐるしく価値観が変

動する現代、子どもが、自分自身や育った背景である故郷に、愛着・誇りなどアイデンティティの基盤をも

つことは、世界を生活の舞台とする世代にとって大切なことだと思います。そこで、６年生の総合的な学習

の時間を主軸に、地域財産として誇れる活躍の｢人財｣と接し、face to face で仕事とは何かを語り探ること

を通して、各々が自己を見つめ、目標をもち、自信をもって伸びようとする活動を構成しました。 

 

司会者：石丸 寛人 

記録者：高田 容弘 

会場責任者：本田 精志 
視聴覚室 



  
 

島根県益田市教育委員会                谷上 元織 

 

地方創生をめざした、『ライフキャリア』を基盤とした未来の担い手育成！ 

 

「ワークキャリア教育」から「ライフキャリア教育」へ！「仕事探し」に偏っていたこれまでのキャリア教

育では、「地方都市」は「東京」にはかないません。しかし、「いかに生きるか」というライフキャリアの視

点でキャリア教育を見直すと、今、地方都市でいきいきと生きる人がたくさんいることに気づかされます。

益田市は、平成 27年度、「益田市未来を担うひとづくり計画」を策定し、今、益田市でいきいきと生きる「益

田人（ますだびと）100」を認定し、保～高までに、意図的、計画的に出会わせる、新しいキャリア教育に着

手しています。その結果、子どもに関わる大人が変わり、新たなひとづくりの環が生まれてきています。こ

れが、教育＆子育ての魅力化につながり、「教育による移住」が生まれると考えています。 

 

伊予の伝承文化を学び伝えるリーダー村（愛媛県）        池田 悠人 岡本 紋佳  

 

伊予の伝承文化を学び伝えるリーダー村 

 

現在、地域を大切にし、地域に根ざして活動するリーダーが求められています。愛媛の伝承文化を学び、

先人の知恵と自然体験の融合した体験活動をし、地域を大切にしようとする心を育むとともに、「子どもむ

かし生活体験村」を自ら計画し、運営することで、地域に根ざして活動しようとするリーダーを養成してい

ます。今年度 10 回目の事業を実施しました。県内の大学生が日本の伝承文化を理解し、それを継承してい

こうとする意識をもち、実際にリーダーとして小学生向けにプログラム作成から実施までを行っています。

大学生が育ち、小学生も体験を通して伊予の伝承文化を学べる事業です。 

上島町教育委員会生涯学習課（愛媛県上島町）            中西 智恵    

 

離島体験事業～こどもミニ島体験キャンプ inかみじま～ 

 

この事業は、自然の中での活動を通して、子どもの体験を重視し、子どもの「育ち」を支援すること、ま

た、町内外の子どもの交流を図り、島の良さを知ってもらうことで、将来の離島振興に生かそうと実施して

います。このキャンプを始めて、今年で 10年が経過しました。毎年夏休み、子どもたちは島の自然を体験し、

自分たちで食材を獲り、食事作りをし、一回りたくましくなって帰っていきます。地域資源を活用し、子ど

もの体験、出会いを大切に考え、これまで取り組んできた内容を報告したいと思います。  

司会者：酒井 康秀 

記録者：宇都宮 健太 

会場責任者：中尾 治司 
３０ルーム 



  
 

島根県益田市教育委員会               澤江  健 

 

益田市版「放課後総合プラン」で教育・子育ての魅力化と移住推進！ 

 

小学生の学校で過ごす時間と「放課後＋休日＋長期休業」の合計時間を比較すると、後者の方が長くなり

ます。しかも、「共働き」の増加により、放課後児童クラブに参加する子どもたちの数は増え続けています。 

益田市では、学校での時間以上に長い「放課後等」の時間を『子どもの育ち』の視点で見直すことにしまし

た。これが、「益田版放課後総合プラン＆アクションプラン」の策定です。そして、放課後児童クラブの学

校での開設促進、放課後児童クラブと放課後子ども教室の一体化、放課後児童クラブでの子どもの育ちを支

えるプログラムの実施を柱としたアクションプランを 3年間、加速度的に進めることにしました。 

この実現に向け、福祉部局と教育部局の協働、地域ぐるみで子どもの育つを支える「つろうて子育て協議

会」との協働をしっかりと進めているところです。 

 

徳島県那賀川町青年会                 西岡 賦文 

 

那賀川町青年会の復活 

 

長らく活動休止状態だった那賀川町青年会が息を吹き返し、あらためて地域の中で活動を再開してから

10年近くになります。正会員は 10名ですが、年間数回実施している事業に参加する人たちは延べ 300名以

上になります。そして事業の主役は地域の子どもたちです。地域の子育て施設を活動拠点にして、子どもた

ちとのお祭りや、もちつき大会等を実施しています。 

子どもたちとの事業を紹介しながら、子どもの育成に青年団ができることや意義をご報告します。 

惣開公民館（愛媛県新居浜市）                  明日 博美  

 

地域と学校が共に連携しＥＳＤ活動を通して地域力を高め持続可能な共生社会を創造する 

 

地域と学校が共に連携し、相乗的に教育効果が波及するＥＳＤ活動を行っています。その為、地域の様々な

人、空間や時間、場所、地域文化、多様なステークホルダーを繋ぎながら、主な活動としては、具体的に①惣

開校区総合防災訓練②夕涼み会③夏休みプリンス＆プリンセス講座④そうびらき未来への鉱脈＆観月会⑤地

域ふれあいウォーク⑥文化祭＆惣開小音楽会⑦七草粥⑧三世代交流もちつき大会＆独居老人宅訪問などを実

践しています。「地域を元気に、笑顔いっぱいの地域、愛のあるそうびらきにしよう！」という共通の願いや

思いで取り組んでいます。  

司会者：中山 佑司 

記録者：松本 宏 

会場責任者：中尾 茂樹 
３１ルーム 


